

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ください．あと 2 例は ADHDにしたケースです．
ちょっとここで疑問，疑問じゃないですね，ちょっ
とどうなのかなと思ったのは，43 例で，ADHDが
1人もいないのはどういうことかなと，ちょっと思
いました．
工藤　いえ，特に理由はないんですけど，診断を避
けた訳でもなければ，たまたまなかったというふう
にお考えいただくしかないかと思います．
質問（加藤）　先生はADHDの子供を診たんです
ね．
質問（谷）　私はアスペルガーのほうを．
質問（加藤）　アスペルガーね．ADHDは，アスペ
ルガーもADHDも，両方とも小さい時からはっき
り分かるものですから，私どもがやっているのは，
とにかく実際は親を殺したり，死んでたりするんで
分からないケースがあり得るんですが，親戚から何
から，とにかく知ってる人をしつこく聞いて，昔の
要するにこういう犯罪を起こすように，ずっとそん
なことありえない時どうだったかというのを，一番
の手掛かりにしてますですね．
工藤　そうですね．
質問（加藤）　それがないと，やっぱりよく分から
ないです．この 2例だけで，そうですね，率直に診
ただけで，まずそういう対人総合性の感じが分から
ないと，何とも言いようがないんですけれども，2
番目のケースは，ひょっとするとADHDが重なっ
たようなアスペルガー．
工藤　落ち着きないっていうのは，確かにありまし
たね．
質問（加藤）　ようなケースに，時々ありそうなパ
ターンだと思います．思ったです．ああいう全部
すっきりしたっていうやり方というのは，私の感覚
ではあまりアスペルガー向きではない．ADHDは
大いにあり得ると思います．
　1番目のほうは，分かりませんね．あそこに書い
てあることだけでアスペルガーと，私が診断するか
といったら，しないです．もうちょっと小さい時の
ことやなんかを聞いていかないと，彼らのそういう
認知の仕方っていうのは独特ですので，もう刑務所
に入ろうが何しようが，全然変わりませんので，同
じパターンで来るので，そういうところを見てどう
かなと．知能テストやなんかを，結果やなんかを見
ないとまだ分からないんですが，そんなふうに思い
ました．
工藤　はい．ありがとうございました．最初のケー
スは，詳しくは書かなかったですけれども，家族か
ら全部詳しく聞いておりますので，診断結果は間違
いないと思いますけど．おっしゃる通りで，本当に
若い時の話聞かないと，アスペルガーって診断は付
けにくいというか，付けられませんよね．その通り
だと思います．
司会（堀）　他にございませんでしょうか．
質問（谷）　じゃあ．先生，本当にいろいろお世話
になりました．ありがとうございました．
工藤　いえいえ．先生にも手伝っていただいて．
質問（谷）　私，鉄アレイの方，一緒に入らせてい
ただいて，多分 3，4 時間，ずっと工藤先生が診察
されるのを，僕もじっと見てて，随分けったいな人
がいるなと思って．それでそのあと，加藤先生から
ご紹介いただいた鑑定例の人で，けったいな人がい
るなと思いながら，話聞いてた．いわゆる発達とい
う点のアスペルガーというか，自閉症圏の人と，そ
れと人柄というか，パーソナル特性としてのアスペ
ルガー自閉症という，どうしてもその 2つの側面が
どうしてもあって，どちらで見るかというので，ど
うしてもアスペルガー像というのが変わってきてし
まうと思うんですね．
　ですから私としては，工藤先生と一緒に診ていた
けったいな人もアスペルガーですし，加藤先生に教
えていただいたアスペルガーも，まあ確かにアスペ
北部病院での精神鑑定の経験
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ルガーなんですけども，たしかに視点という意味で
は，少し異なっていて，ですからそういう意味で
は，加藤先生の感じられた違和感というのは，そう
いう部分ではないかと思うんですけれども，やはり
全体的に見れば，そういった 1つのくくりにならざ
るを得ないんだろうなというのは，たまたま両方拝
見させていただいた身としては強く感じますが，か
といってじゃあ，どういうものなんですかと言われ
ると，ちょっと私にはまだ研究不足で，何とも言え
ないんですけれど，本当にありがとうございまし
た．
工藤　そうですか．これ，先生と一緒にやったんで
すね．
質問（谷）　手伝いました．
工藤　ありがとうございました．
質問（谷）　燃やして，息が苦しくて逃げ出して，
軌道熱傷で入院してましたよね．
工藤　そうです，そうです．
質問（谷）　そんなことなど，いろいろとありがと
うございました．
質問（加藤）　余計なことで，実は彼が診なかった
殺人未遂で，私がADHDって鑑定を出した人が，
実は同じようなことをやってるんですね．
工藤　ああ，そうですか．
質問（加藤）　はい．で，別に自殺しようとした訳
じゃなくて，自分が幼稚園かなんかに入って，そこ
でじゃあ全部燃やしてしまおうとしてやったら，途
中で苦しくなって逃げ出したということがあって．
工藤　そうですか．今日お出しした以外にも，今に
なって見返してみると，やっぱりアスペルガーだっ
たなというのが随分あるんですけど，前は私，あま
りアスペルガーという認識がなかったものですか
ら，他の回避性パーソナリティ障害とかですね，そ
んな病名で出したのもいくつかあるんですけれど，
今の目で見ると，もうちょっと多いかなというふう
に，実は思います．
司会（堀）　どうもありがとうございます．他にご
ざいませんでしょうか．本当にいろいろ精神鑑定の
お話を聞いて，特に工藤先生の精神病理のほうの話
は，とても私は昔から本当に面白く思っておりまし
た．工藤先生の，やはり非常にですね，時間をかけ
て，特に生活歴を非常に詳しく聞かれる先生なの
で，そういったところがですね，実はこの精神科の
疾患には本当に大事じゃないかと．われわれが忘れ
がちなことをですね，非常にみなさん，これから工
藤先生の残してくださった教訓として，これからわ
れわれも引き継いでいきたいと思います．工藤先
生，どうもありがとうございました．最後になりま
したけども，工藤先生に花束を贈呈したいと．飛田
先生．
飛田　本日はありがとうございました．
工藤　どうもありがとうございました．
飛田　長い間お疲れ様でした．
司会　どうもありがとうございました．これで工藤
先生の最終講義を終わります．ご協力ありがとうご
ざいました．
